
環境部

シート番号 所属
H30決算

事業費（千円）
今後の事務事業の方向性

1 環境政策課 122 課題付継続

2 環境政策課 2,757 課題付継続

3 環境政策課 11,827 課題付継続

4 環境政策課 904 継続

5 環境政策課 2,342 継続

6 クリーンセンター業務課 524,686 継続

7 クリーンセンター業務課 1,101 廃止・終了

8 クリーンセンター業務課 88,121 継続

9 クリーンセンター施設課 449,042 課題付継続

10 クリーンセンター施設課 63,192 廃止・終了

11 クリーンセンター施設課 31,704 廃止・終了

環境保全対策事業

事務事業評価（平成30年度決算）　事業一覧

部、室等

事務事業名

環境保全啓発事業

環境美化推進事業

飼犬登録及び狂犬病予防事業

防疫対策事業

ごみ収集事業

クリーンセンター業務課棟維持管理事業

ごみ減量化促進事業

ごみ処理事業

ごみ処分事業

クリーンセンター施設課棟維持管理事業



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

啓発事業の必要性は認識するものの啓発ツールの多様化に伴い、従来の手法に留まら
ず、新たな手法について検討するとともに、事業の効果を検証する。併せて、本事業によ
る効果をより明確に測定できるような指標についても検討する。

概
　
要

実施内容等

説明

総合基本計画に掲げる施策の「環境に配慮した市民生活の実現」のためには、
イベントや出前講座また広報などを通して、市民・事業者に環境の大切さ・尊さ
を理解してもらい、環境に配慮した行動を促進していくもの。

事業費詳細

・需用費　　消耗品費　　［啓発物品に係る消耗品費　122千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

128               122             

 ・需用費　消耗品費
［啓発物品に係る消耗品費　122千円］

事務事業名 環境保全啓発事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部環境政策課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

路上喫煙防止に向けた啓発については、従来の手法に加え、より効果的で効率的な手
法を検討していく。
また、若年者層への美化活動への参加の働きかけについても併せて検討する。

概
　
要

実施内容等

説明

平成13年10月1日に施行した「守口市まちの美化推進に関する条例」におい
て、快適で美しいまちづくりを推進するため、市は、美化推進に関する施策を策
定し、必要な助言、啓発及び支援をしなければならないことが規定されている。
また、平成29年4月1日に施行した「守口市路上喫煙の防止に関する条例」にお
いて、市民等の安全で快適な生活環境の確保に資するため、市は、路上喫煙
の防止に関する施策を実施することが規定されている。
市、市民、事業者が一体となって、ポイ捨て等の防止、屋外広告物の掲出又は
表示の適正化等を図ることにより、快適で美しいまちづくりを推進していくもの。

事業費詳細

・需用費 消耗品費 ［美化推進に係る消耗品費  604千円］
・需用費 印刷製本費 ［啓発に係る印刷製本費　24千円］
・委託料 委託料 ［美化活動ゴミ収集に係る委託料　1,026千円］
・工事請負費 工事請負費
　［路上喫煙禁止指定区域に係る看板設置費　1,103千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事務事業名 環境美化推進事業

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

3,111             2,757           

 ・需用費 消耗品費 ［美化推進に係る消耗品費  604千円］
 ・需用費 印刷製本費 ［啓発に係る印刷製本費　24千円］
 ・委託料 委託料
［美化活動ゴミ収集に係る委託料　1,026千円］
 ・工事請負費 工事請負費
［路上喫煙禁止指定区域に係る看板設置費　1,103千円］

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部環境政策課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

環境基準を満たしていない項目や地域については、市として改善に向けた対策を推進す
る。
なお、観測データについては、情報発信に努める。

概
　
要

実施内容等

説明

大気汚染防止法や水質汚濁防止法等の環境関連法令及び守口市民の環境を
まもる基本条例に基づき、各汚染物質等の環境調査による状況把握を行うとと
もに、公害苦情に伴う指導業務により、市民がより安心して暮らせる環境づくり
を目指すもの。

事業費詳細

・需用費　消耗品費　［環境調査に係る消耗品　31千円］
・需用費　光熱水費　［大気測定局に係る光熱水費　505千円］
・需用費　修繕料　［公害測定機器に係る修繕料　377千円］
・需用費　医薬材料費　［環境調査に係る医薬材料費　4千円］
・役務費　火災保険料　［大気測定局に係る火災保険料　2千円］
・委託料　委託料　［環境調査及び大気測定局保守等に係る委託料　10,652千
円］
・備品購入費　事業用器具費　［公害測定機器購入に係る備品購入費　256千
円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事務事業名 環境保全対策事業

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

4,400             11,827         

 ・需用費　消耗品費　［環境調査に係る消耗品　31千円］
・需用費　光熱水費
［大気測定局に係る光熱水費　505千円］
・需用費　修繕料
［公害測定機器に係る修繕料　377千円］
・需用費　医薬材料費
［環境調査に係る医薬材料費　4千円］
・役務費　火災保険料
［大気測定局に係る火災保険料　2千円］
・委託料　委託料 ［環境調査及び
大気測定局保守等に係る委託料　10,652千円］
・備品購入費　事業用器具費
［公害測定機器購入に係る備品購入費　256千円］

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部環境政策課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後とも、引き続き適正に事務を執行する。

概
　
要

実施内容等

説明

　狂犬病予防法に基づき、市域の狂犬病の発生を予防し、そのまん延を防止
するため、犬の登録事務及び狂犬病予防注射済票交付事務を実施するととも
に、犬の抑留に関し、所有者が不明なものについて、その情報を2日間公示す
るもの。

事業費詳細

・需用費　消耗品費　［鑑札及び注射済票等に係る消耗品　95千円］
・需用費　印刷製本費　［帳票に係る印刷製本費　96千円］
・役務費　通信運搬費　［狂犬病予防注射案内に係る郵便料　253千円］
・委託料　委託料
［飼い犬登録システム及び登録事務等委託に係る委託料　422千円］
・使用料及び賃借料　使用料　［飼い犬登録システムに係るリース料　38千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事務事業名 飼犬登録及び狂犬病予防事業

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

996               904             

 ・需用費　消耗品費
［鑑札及び注射済票等に係る消耗品　95千円］
・需用費　印刷製本費
［帳票に係る印刷製本費　96千円］
・役務費　通信運搬費
［狂犬病予防注射案内に係る郵便料　253千円］
・委託料　委託料 ［飼い犬登録システム及び
登録事務等委託に係る委託料　422千円］
・使用料及び賃借料　使用料
［飼い犬登録システムに係るリース料　38千円］

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部環境政策課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
継続 今後とも、引き続き適正に事務を執行する。

概
　
要

実施内容等

説明

　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づき、本市
において感染症の発生を予防し、そのまん延を防止するため、感染症を媒介す
る害虫（ハエ、蚊等）や人の健康を損なう恐れのある鼠属及び、人に不快感を
与える不快害虫の駆除、また、それらの発生源である空閑地の所有者に対し適
正管理の指導助言を行う。　また、大雨による浸水被害など災害時における防
疫体制の充実を図り、市民の衛生的な生活環境の維持に努めるもの。
　また、飼い猫や飼い主不明な猫を問わず不妊・去勢手術に要する費用を助成
することにより、みだりに繁殖することを抑制し、虐待や殺処分される動物を減
少させ、地域住民の良好な生活環境の保全を図るもの。

事業費詳細

・需用費　消耗品費　［害虫駆除や防疫対策に係る消耗品費　114千円］
・需用費　修繕料　［害虫駆除用機器に係る修繕料　24千円］
・需用費　医薬材料費　［害虫駆除に係る医薬材料費　270千円］
・役務費　通信運搬費　［害虫駆除委託に係る通信運搬費　18千円］
・役務費　手数料　［特定外来生物（アライグマ）措置に係る手数料　3千円］
・委託料　委託料　［衛生害虫等の駆除に係る委託料　1,215千円］
・負担金・補助及び交付金　補助金　［猫不妊・去勢手術費補助金　698千円］

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事務事業名 防疫対策事業

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

4,105             2,342           

 ・需用費　消耗品費
［害虫駆除や防疫対策に係る消耗品費　114千円］
・需用費　修繕料
［害虫駆除用機器に係る修繕料　24千円］
・需用費　医薬材料費
［害虫駆除に係る医薬材料費　270千円］
・役務費　通信運搬費
［害虫駆除委託に係る通信運搬費　18千円］
・役務費　手数料
［特定外来生物（アライグマ）措置に係る手数料　3千円］
・委託料　委託料
［衛生害虫等の駆除に係る委託料　1,215千円］
・負担金・補助及び交付金　補助金
［猫不妊・去勢手術費補助金　698千円］

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部環境政策課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
継続

ごみ収集は、令和２年度から全面的に業務委託が実施される。委託業務については、委
託事業者が遺漏なく円滑に実施するよう、確実に実施する必要がある。

概
　
要

実施内容等

説明

平成29年３月に策定した（改訂版）守口市一般廃棄物処理基本計画において、
収集・運搬計画を定め、守口市内から排出された一般廃棄物を生活環境の保
全上支障が生じないうちに収集、運搬を行うもの。

事業費詳細

○消耗品費：被服等職員貸与品（作業着・安全靴等）、その他消耗品
○燃料費 ：ごみ収集車両用燃料（ガソリン・軽油・天然ガス）
○印刷製本費 ：ごみの排出手引き、収集日程表、粗大ごみ処理券等
○修繕料：ごみ収集車両の修繕料
○通信運搬費：郵便料
○手数料：粗大ごみ処理券販売手数料、ごみ収集日程表戸別配布業務
○損害保険料：ごみ収集車両の自動車総合損害共済基金分担金及び自動車
賠償責任保険
○委託料：可燃ごみ等収集業務委託、粗大ごみ等収集業務委託、粗大ごみ収
集等電話受付業務委託
○使用料：粗大ごみ収集等電話受付システム賃貸借
○公課費 ：ごみ収集車両の重量税

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

527,477          524,686        

 需用費　消耗品費　393,605
 需用費　燃料費　3,219,327
 需用費　印刷製本費　1,199,600
 需用費　修繕料　2,413,713
 役務費　通信運搬費　110,022
 役務費　手数料　6,050,382
 役務費　損害保険料　544,104
 委託料　委託料　510,230,465
 使用料及び賃借料　使用料　61,344
 使用料及び賃借料　借上料　37,720
 備品購入費　事業用器具費　183,600
 公課費　自動車重量税　241,300

事務事業名 ごみ収集事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部クリーンセンター業務課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
廃止・終了

令和２年度から収集業務の全面委託化に伴い、クリーンセンター業務課棟での業務は
廃止することとなる。建物については、当該敷地の跡地利用の方向性と合わせて、解体
も含めた検討を行う。

概
　
要

実施内容等

説明

クリーンセンター業務課棟を維持管理するもの。

事業費詳細

○消耗品費　 ：クリーンセンター業務課棟における維持管理に要する消耗品費
○燃料費　 　 ：軽自動車用ガソリン
○医薬材料費：救急用薬品
○通信運搬費：電話料金、郵便料
○委託料　　　：クリーンセンター電話回線及び機器の保守
○使用料　　  ：電子複写機使用料

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

1,179             1,101           

 需用費　消耗品費　180,644
 需用費　燃料費　96,311
 需用費　医薬材料費　1,890
 役務費　通信運搬費　639,329
 委託料　委託料　65,227
 使用料及び賃借料　使用料　117,417

事務事業名 クリーンセンター業務課棟維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部クリーンセンター業務課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
継続 ごみ排出量の更なる減量に向けて、情報発信に努める。

概
　
要

実施内容等

説明

平成29年３月に策定した「（改訂版）守口市一般廃棄物処理基本計画」に基づ
き、「みんなの責任と協働で目指す循環型社会」を基本理念として、排出抑制の
推進・資源化の推進・適正な処理・処分の推進を図るもの。

事業費詳細

○報償金　　　　 ：再生資源集団回収実施団体に対する報償金
○消耗品費　 　 ：啓発用エコバッグ等のごみ減量啓発に係る消耗品
○燃料費　　　　 ：資源回収トラック用燃料（ガソリン）
○印刷製本費　 ：再生資源集団回収専用仕切伝票
〇修繕料         ：車両の修繕料
○通信運搬費　 ：再生資源集団回収奨励金に伴う郵便料
○手数料　　　　 ：不法投棄に係る廃家電再商品化手数料
○損害保険料　 ：資源回収トラックの自動車総合損害共済基金分担金
○委託料　　　　 ：古紙・古布、空き缶、びん・ガラス、使用済み乾電池等の選別
業務委託
○使用料　　　　 ：市民まつりテント使用料及び電気工事代、高速道路使用料
○負担金　　　　 ：守口市民まつりにおける参加費
〇公課費　　　　 ：車両の重量税

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

94,712           88,121         

 報償費　報償金　13,216,568
 需用費　消耗品費　253,250
 需用費　燃料費　142,909
 需用費　印刷製本費　18,000
 需用費　修繕料　20,736
 役務費　通信運搬費　56,690
 役務費　手数料　139,424
 役務費　損害保険料　34,280
 委託料　委託料　74,180,804
 使用料及び賃借料　使用料　30,740
 負担金、補助及び交付金　負担金　15,000
 公課費　自動車重量税　12,300

事務事業名 ごみ減量化促進事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部クリーンセンター業務課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
課題付継続

令和２年度からの大阪広域環境施設組合での可燃ごみの共同処理の開始以降も、粗大
ごみ及び資源ごみの受け入れ、処理及び再資源化は、本市の業務であることから、これ
らの業務については、費用対効果に鑑み、効果的、効率的な業務のあり方を考える必要
がある。

概
　
要

実施内容等

説明
快適な市民生活を維持できるよう、一般廃棄物を生活環境の保全上支障が生
じないうちに、安定的、効率的に処理を行うもの。

事業費詳細

・需用費
　消耗品費
　[第４号炉焼却施設、粗大ごみ処理施設等の維持に要する消耗品の購入費
1,295千円]
　燃料費
　[車両及び焼却施設の起動用バーナーの燃料購入費　2,710千円 他
・役務費
　手数料
　[ショベルローダーの法定定期自主検査費用　45千円]
　損害保険料
　[車両及び重機の損害保険料　87千円]
・委託料
　委託料
　[第４号炉焼却処理施設、粗大ごみ処理施設及び資源物ストックヤードにおい
て、各種分析業務や補修工事の一部を包含した運転操作等の委託。また、処
理委託等に関するものとして、 動物の死体の処理及び、第４号炉が停止中に
滞貨する可燃ごみについて、近隣市に焼却処理を委託するための費用
287,711千円]
・使用料及び賃借料
　借上料
　[車両及び重機のリース費用　17,096千円]
・工事請負費
　工事請負費
　[災害等の復旧に要した工事費　12,001千円]
　補修工事請負費
　[クリーンセンター内の建物、設備の補修に要した工事費　123,853千円]
・原材料費
　諸材料費
　[保有車両等の保守用部品購入費用、第４号炉焼却処理施設及び粗大ごみ
処理施設補修用材料等の購入費用　3,183千円]　他

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

455,027          449,042        

 ・需用費
　消耗品費　1,295
　燃料費　2,710
　印刷製本費　112
　修繕料　917
　医薬材料費　11
・役務費
　手数料　45
　損害保険料　87
・委託料
　委託料　287,711
・使用料及び賃借料
　借上料　17,096
・工事請負費
　工事請負費　12,001
　補修工事請負費　123,853
・原材料費
　諸材料費　3,183
・備品購入費
　庁用器具費　21

事務事業名 ごみ処理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部クリーンセンター施設課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
廃止・終了

　令和２年度以降、大阪広域環境施設組合への加入により、市単独事業としては終了と
なる。

概
　
要

実施内容等

説明

一般廃棄物を焼却した際に生じる焼却灰を適正に処分するもの。

事業費詳細

・委託料
　委託料
　[一般廃棄物を焼却した際に生じる焼却灰を大阪湾広域臨海環境整備セン
ターが整備する最終処分場で埋立て処分を行う委託費用及び焼却灰を運搬す
る委託費用　61,775千円]
・負担金、補助及び交付金
　負担金
　[大阪湾広域臨海環境整備センターへの埋立処分場の建設事業負担金
1,417千円]

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

66,182           63,192         

 ・委託料
　委託料　61,775
・負担金、補助及び交付金
　負担金  1,417

事務事業名 ごみ処分事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部クリーンセンター施設課

会計 一般会計



環境に配慮した市民生活の実現

今後の
事務事業の

方向性
廃止・終了

令和２年度からの大阪広域環境施設組合での可燃ごみの共同処理の開始に伴い、ク
リーンセンター施設課棟での業務は廃止する。

概
　
要

実施内容等

説明

一般廃棄物の中間処理施設である第４号炉の維持管理を適切に行うもの。

事業費詳細

・報償費
　報償金
　[守口市クリーンセンターダイオキシン類対策委員会に参加する産業医への報
酬　40千円]
・需用費
　光熱水費
　[クリーンセンターで使用する光熱水費　30,220千円]
・役務費
　通信運搬費
　[第４号炉に設置してある公害監視用ＦＡＸの費用　30千円]
・委託料
　委託料
　[クリーンセンター施設内の清掃業務を委託する費用　1,337千円]
・使用料及び賃借料
　使用料
　[ＮＨＫの受信費用及び簡易無線局の使用料　15千円]
　借上料
　[自動体外式除細動器のリース費用　61千円]

「第五次守
口市総合基
本計画」に
おける施策

体系

基本目標等 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

施策の大綱
（基本的な方向

性）

事業費
（単位：千円）

平成30年度 事業費の内訳
予算 決算 平成30年度　決算

33,032            31,704          

 ・報償費
　報償金　40
・需用費
　光熱水費　30,220
・役務費
　通信運搬費　30
・委託料
　委託料　1,337
・使用料及び賃借料
　使用料　15
　借上料　61

事務事業名 クリーンセンター施設課棟維持管理事業

平成30年度決算　事務事業評価書

所属 環境部クリーンセンター施設課

会計 一般会計


